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2 Da-9　　家族のかかわりの一考察（9）

　　　　　－“家族のつながり”を通して思春期を考えるー

　　　　　○中村洋子（お茶の水女大）

　目的：この研究は日常生活における思春期の子どもの自己形成に関する連続研究

である。今回ぱ家族のつながり”に着目し、思春期の子が家族のつながりの中で自

己形成する関係状況を探究し、それにより家族が変容するかかわりを考究する。

　方法：思春期の子ども達へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ-･質問紙（T謙l･i牲により、思春期の子の

日常生活の中での家族のつながりを①家族の絆とのかかわり②自己の存在を浮き彫り

にする関係状況③家族の中で生かしあう関係状況　の３項目をとらえ分析する。また

心理劇（圈･200咋0大媛ほ駁めぐ似隈駁般樹から、思春期の子どもと家族のつながりを

とらえ、分析・考察する。

　結果・考察：思春期の子ぱ家族のつながり”の中から、1）自己の関係的な存在

を客観的な視点からとらえる　2)精神的・肉体的安定の基盤を形成する　3)自己

発展の原動力を促進する　等を獲得し、自己形成の一助としていることが明らかにな

った｡また　親が子に模範を見せる・子はみる関係、工夫する･みる関係、教授する

・される関係の中で、親と対等な個としてかかわり、互いに関係をつくりあう関係状

況が浮かびあがる。“家族のつながり”は、家族の歴史が育てたかかわりであり、バ

ランスを崩しやすい思春期の子を支える関係として重要である。

2 Da-10　　　青年期における養護性獲得の課題(第2報)一一自己の子ども期の

　　　　　　体験と『子ども』についての理解の関連一
　　　　　　岡野雅子(群馬女子短大)

【目的】　誰でも子ども時代を経て大人になることから、自分の子ども期を振り返えること

ができる。前報の結果は､子どもに対する感情は自己の子ども期を回想した後に若干好転す
ることが認められた。しかし、①子ども期の嬉しかったエピソードは｢家族旅行｣｢買ってくれ

た｣などを挙げ、②子どもが嬉しいと感じる状況は､誉められ認められること、との回答が多

く、①のエピソードと②の認知的側面の回答は直接的に結びつかなかった。そこで今回は、子

ども期の体験が『子ども』理解の深まりにどのように作用するかに焦点を当てて検討した。
　【方法】　2年制大学3校の女子学生162名を対象に､質問紙調査を行い､自己の子ども期に嬉

しいと感じたエピソードとその時なぜ嬉しいと感じたのか(自己分析)､および｢子ども｣につ

いての認識などについて回答を求めた。資料収集時期は1999年12月である。
　【結果と考察】(1)自己の嬉しいエピソード場面は、家族で旅行や外出･家族一緒･幼稚園保

育所の遊びなどが多く、嬉しいと感じた理由は、褒められた･家族一緒で安心だった･要求が

通った･友達や先生と一緒で楽しかった、と分析する。(2)｢子ども｣が嬉しい状況は､褒めちれ
る･受けとめてくれる･愛情をかけてくれる･家族が一緒で安心などが多く、子どもと良い関

係を形成する関わり方は、善悪のけじめをしつける･子どもの目線で考える･話をよく聞く・

共感する､などが多い。(3)したがって、自己の体験の回想は具体的状況の記述に流れがちで
あるが､｢子ども｣が嬉しい状況は人との関わりを述べていることから､｢家族旅行｣｢家族一緒｣

｢幼稚園の遊び｣等の表現を用い充分な自己分析ではないものの、それは些細な具体的場面に
留まらず､子どもの安心感･安堵感に対する彼女たちの気づきを表しているものと思われる。
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